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１�．はじめに―学士課程カリキュラムにお
ける「全学共通教育」と「専門教育」
私のほうは、「全学・学部横断での教育プログラム

の企画・運営」というタイトルで、このような流れで

お話ししたいと思います。（章末スライド 1 を参照）

私の話は、学士課程カリキュラムにおいて、ご存じ

のとおり、全学共通教育と各部局が担っている専門教

育とがあるわけですけれども、この 2 つをいかに充

実させていくか。特に専門教育のほうは、正直、私も

商学部の教員ですが、各部局の先生方としては、非常

に熱心に行いやすいものなのかなと思います。

ただ、全学共通教育につきましては、特に市大の場

合には、府大に比べると、この全学共通教育を専門に

担う教員の数が少ないということもありまして、各部

局の先生方に手伝ってもらいながら行ってきましたが、

なかなか専門教育のほうが忙しくて、専門教育に比べ

ると、全学共通教育のほうに手が回らないというよう

なこともあって、これまで、いかに各部局の先生方に

全学共通教育に積極的に関与していただいて、学士課

程カリキュラム全体を充実させていくかということで、

私自身もいろいろな形で関与し、悩んできたところが

ありますので、そういうところを中心にお話をさせて

いただきたいと思っています。

２．全学共通教育の委員会運営と教科会議
（ 1）全学共通教育教務委員会

全学共通教育を行うための委員会組織としては、市

大の場合では全学共通教育教務委員会というものが中

心となってきました。この委員会は大人数の組織であ

りまして、各部局・各研究科教授会から先生方に出て

いただくだけでなく、人権問題研究センター、大学教

育研究センター、都市健康・スポーツ研究センターか

らもそれぞれ先生方に出ていただき、後で説明します、

各教科会議の議長の先生方にも出ていただいておりま

す。（章末スライド 3 を参照）

また、その他教育推進本部長が必要と認めた者とい

う形で、今年度でありますと、教育の質保証を担当し

ていただいている永村副学長に入っていただいていま

す。

ただ、この委員会は教務担当部長が行うということ

で、私自身は今、教育担当の副学長なのですが、この

委員会の正規のメンバーでなく、オブザーバーという

形で毎回参加させていただいています。

実は、私自身、もう今から十七、八年ぐらい前に、

商学部の教務委員として 2 年ほどこの全学共通教育

教務委員会に参画をしましたし、またその後、教務担

当部長としてこの委員会の司会進行を行ったこともあ

ります。また今は教育担当副学長という形で、オブザー

バー参加ですけれども、結構長くこの委員会に参加さ

せていただいているのかなと思います。

（ 2）教科会議

特に教科会議といったものが、実質的に全学共通教

育の授業運営を行う上で、市大は、各部局の先生方に

いかに全学共通教育に関わってもらうかといったとこ

ろが重要で、総合教育科目の（Ａ）の教科会議は、基

本的に各部局の先生方の持ち回りの形で、それ以外の

教科会議もかなりいろいろな部局の先生方に議長を引

き受けてもらいつつ、積極的にいろいろ意見を言って

くださいということになっています。（章末スライド

4 を参照）

前述のように、私がもう十七、八年ぐらい前に商学

■ FD研究会報告 2
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「市大でどう学ぶか」についても各部局の学部長な

どが中心になって参画していただき、「研究者の世界へ」

というのは学部時代から研究者のキャリアを知っても

らおうということでつくられた科目ですけれども、こ

れも文系・理系の各部局の先生方にご協力いただいて

やっているものであります。

それ以外にも、都市関連の科目、広い意味での都市

関連の科目になるかと思いますが、「大阪学」や「大

阪の知」というようなものも、これまでにいろいろ企

画したりしてオムニバスでやったりとか、関連の科目

によっては、例えば経済学部と商学部と都市経営研究

科の持ち回りでやったりとかいうような形も行ってき

ました。

４．学部横断型プログラムとしての副専攻
こういった、各部局の先生方にどうにかこうにか、

手伝ってくださいということで学部横断型の授業を充

実させてきました。実は市大の副専攻もそういった側

面が結構強いのかなと思います。ＣＲ副専攻（地域再

生副専攻）、グローバルコミュニケーション副専攻が

古くからあって、最近、人権のＨＲ副専攻やCOILの

SIコース（ソーシャルイノベーションコース）という

のも、そのような学部横断型としてつくられてきてい

ます。（章末スライド 6 を参照）

これ（章末スライド 7 ）は、実は大教センターの資

料で、新入生向けの副専攻のＰＲ資料がありますが、

そこでも大阪市立大学での学部横断的プログラムとい

うことをうたっています。

ただ、この点については、きょう来ていただいてい

る高橋副学長や西田副学長にも、本当にいろいろとお

手数をおかけしており、こういう学部横断型プログラ

ムをどんどん充実させるのが望ましいという、副学長

としての立場があるのですが、ただ、私は商学部の教

員なので、学部の教員の立場からすると、なかなか、

学部の先生方に手伝ってもらうということが本当にど

こまでできるのかなというのが、少し心配なところが

あります。新大学において、学部横断的プログラムと

しての副専攻については、当初、新大学においては主

専攻・各部局で責任を持ってするものであればいいけ

れども、こういう市大型のものが新大学でもできるの

部の教務委員になったときには、いろいろな教科会議

にも参加し、例えば「情報と人間」という教科会議で、

その当時から情報化の科目をもっと充実させなくては

けないということがあって、各部局からこの教科会議

に私も含めて出て、どうしたらいいかと、これ以上も

う人数は出せないと各部局の先生方は言いつつも、情

報化の科目をいかに充実させるかという話を激論した

記憶があります。

また、英語の教科会議も、かなりいろいろ激論があっ

て、その当時は 8 単位 8 科目必修科目で、必修科目

しかなかったのです。その後、必修科目は 6 単位 6

科目にして、その代わり、選択できる科目を充実させ

るという形やネイティブの先生を入れるという形で、

どんどん英語に関しての変革も行われてきましたが、

そういう取っかかりを教科会議では行っていました。

また、十二、三年前に教務担当部長になった頃は、きょ

うもお世話になっている大教センターの先生方が、本

当にいろいろサポートといいますか、全学共通教育の

企画・運営のコアメンバーとして実際にしていただい

ていて、今も教育推進本部会議等も大教センターの先

生方にコアメンバーに入っていただいたりして、大教

センターの先生方、また、こういったＦＤ研究会のよ

うなものも絡めて、できるだけいろいろな部局の先生

方にいかに関与してもらうかということをやってきた

のかなと思っています。

３．学部横断科目の具体例
そういう中で学部横断的な科目をつくってきたのか

なと思います。（章末スライド 5 を参照）先ほどの情

報関係の教科会議でいろいろ議論しながら、「情報化

の光と影」という、理系も文系も各部局からできるだ

け参加していただいて、オムニバス形式の授業を導入

して、情報化が、理系から見た場合、また文系、いろ

いろな分野から見た場合、やはり光と影が違うので、

多面的に見てもらおうと考えて、科目を作りました。

そういったオムニバス形式であれば、さすがに全部

を担当というのは少し負担感があるけれども、 1 回だ

けということであれば、多くの先生が担当できるかな

ということで、割とオムニバス形式で学部横断型の科

目をつくってきた経緯があるかと思います。
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かどうかといった議論もありましたが、来年度からは、

もう後戻りできないので、このような市大型の学部横

断型プログラムも、どうにかこうにか頑張って軌道に

乗せたいなと思っている次第であります。

５．おわりに
最後に、私の話は、学士課程カリキュラムにおいて、

特に全学共通の科目をいかに各部局の先生に手伝って

もらうかという話でしたが、これを新大学にいかに継

承できるかどうか。私自身いいなと思うのは、やはり

府大のほうは、全学共通の基幹教育を担う先生方の層

が厚いので、府大型のよいところと市大型のよいとこ

ろとをうまく融合した形で新大学の全学共通の基幹教

育が実施できたら、ありがたいなと思っています。ま

たどうぞよろしくお願いします。

私からの話は以上です。どうもありがとうございま

した。



大阪市立大学『大学教育』　第19巻　第 1 号　2022年 3 月

71

4. 学部横断型プログラムとしての副専攻

CR副専攻
GC副専攻
HR副専攻
SI
副専攻運営委員会の

3. 学部横断科目の具体例

の と
市大で 学
研究 の

市 科目

教科会議
…全学共通教育の 教育
め 委員会の とに 全学共通科目 に

教科に して 教科に教科会議
(1) 教育科目(A)
(2) 教育科目(B)科目 と 会
(3) 教育科目(B)科目 と
(4) 教育科目(B)科目 と
(5) 教育科目(B)科目 と
(6) 教育科目(B)科目 教育
(7) 教育科目( )
(8) 教育科目( )
(9) 科目( )
(10) 科目( の の )
(11) ・ 科学科目

2. 全学共通教育の委員会運営と教科会議

全学共通教育教 委員会
…委員会は に 委員 て
(1) 教 部長
(2) 研究科教 会 教員 1
(3) 研究 研究員会議 教員1
(4) 大学教育研究 研究員会議 教員1
(5) 市 ・ 研究 教員会議 教員1
(6) 教科会議議長
(7) の 教育 部長 と め
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